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い
わ
ゆ
る
神
兵
隊
事
件
は
、
天
野
辰
夫
・
安
田
鏡
之
助
・
前
田
虎
雄
ら
が
主
導
す
る
尖
鋭
的
民
間
右
翼
勢
力
が
、
昭
和
八
年
七
月
二
日
を
期
し
て
企
て
た
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
で
あ
る
。
血
盟
団
、
五
・
’
五
事
件
の
企
図
を
受
け
継
い
で
企
て
ら
れ
た
こ
の
蜂
起
計
画
は
、
事
前
に
首
謀
者
ら
が
検
挙
さ
れ
、
着
手
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
近
年
、
国
家
主
義
運
動
史
研
究
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
軍
人
と
「
民
間
」
右
翼
、
あ
る
い
は
一
一
・
二
六
事
件
な
ど
の
大
規
模
な
も
の
と
本
事
件
の
よ
う
な
「
未
遂
」
事
件
を
比
す
れ
ば
、
そ
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
後
者
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。
と
は
い
え
、
神
兵
隊
事
件
を
掘
り
下
げ
た
研
究
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
に
お
け
る
司
法
省
刑
事
局
の
斎
藤
三
郎
判
事
の
「
右
翼
思
想
犯
罪
事
（１）
件
の
総
合
的
研
究
」
で
は
、
予
審
ま
で
の
取
り
調
べ
等
の
史
料
を
用
い
て
、
時
代
の
制
約
の
中
で
可
能
な
限
り
詳
細
に
、
本
事
件
を
体
系
的
に
解
明
し
た
。
戦
後
の
本
格
的
研
究
と
し
て
は
、
公
判
過
程
に
研
究
の
重
点
を
置
き
、
法
政
史
学
第
五
十
七
号
〈研究ノート〉
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
ｌ
神
兵
隊
事
件
に
お
け
る
安
田
鏡
之
助
の
役
割
Ｉ
は
じ
め
に
「
社
会
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
を
背
景
と
し
た
政
治
的
色
彩
の
強
い
判
決
」
と
結
（２）
垂
細
付
け
た
大
島
美
津
子
氏
の
研
究
、
天
野
・
安
田
・
前
田
ほ
か
、
初
め
て
参
加
者
一
人
一
人
を
紹
介
し
、
本
事
件
を
「
反
北
・
西
田
派
」
と
位
置
付
け
た
（３）
堀
真
情
氏
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
本
事
件
に
関
す
る
基
本
史
料
と
し
て
は
「
神
兵
隊
事
件
公
判
速
記
録
」
（
上
下
、
’
九
三
九
年
刊
行
）
が
あ
る
が
、
簡
（４）
潔
明
瞭
な
解
説
が
付
し
て
あ
る
史
料
集
成
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
従
前
の
研
究
で
気
に
な
る
の
は
、
取
り
調
べ
や
公
判
記
録
な
ど
、
い
わ
ば
体
制
側
か
ら
の
史
料
活
用
に
偏
る
点
で
あ
る
。
確
か
に
当
時
の
右
翼
運
動
を
見
る
上
で
は
、
そ
の
取
り
締
り
担
当
部
署
で
あ
っ
た
内
務
省警保局等の刊行物（『国家主義運動の概要』’九一一一三年、「特高
月
報
』
各
号
な
ど
）
は
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
天
野
は
右
翼
系
雑
誌
等
に
多
数
の
論
説
を
寄
せ
て
お
り
、
ま
た
、
安
田
に
つ
い
て
は
「
安
田
鎮
之
助
関
係
文
書
』
（
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
）
が
あ
る
。
無
論
、
当
時
の
内
務
省
・
司
法
省
で
の
分
析
に
、
彼
ら
の
執
筆
活
動
が
反
映
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
現
在
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
運
動
家
の
論
考
等
の
史
料
が
も
っ
と
発
掘
、
活
用
さ
れ
て
い
い
は
ず
で
あ
る
。
吉
野
領
六
四
剛
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一
安
田
銭
之
助
の
渡
欧
（７）
「命の道」の背皀早として、まず安田の経歴について触れておく。
安田は明治一一二年一一一月一一四日、熊本に生まれた。安田の家系は
戦
国
武
将
・
安
田
作
兵
衛
国
継
（
生
没
年
不
詳
）
の
流
れ
を
く
む
ら
し
く
、
’
七
世
紀
半
ば
こ
ろ
、
二
代
目
に
当
た
る
人
物
が
細
川
忠
興
に
仕
え
て
よ
り
の
熊
本
藩
士
で
あ
っ
た
。
知
行
高
百
石
ほ
ど
の
下
級
武
士
で
、
鏡
之
助
で
一
○
代
目
に
あ
た
る
と
い
う
。
さ
て
、
幕
末
維
新
の
当
主
・
傳
蔵
は
鏡
之
助
の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
傳
蔵
は
藩
主
の
供
を
し
て
江
戸
・
京
都
と
熊
本
を
往
復
し
、
ま
た
長
州
馬
関
探
索
、
奥
州
表
探
索
な
ど
を
命
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
世
の
変
革
期
に
東
奔
西
走
し
た
。
ま
た
、
傳
蔵
の
嫡
子
、
す
な
わ
ち
父
・
彌
蔵
は
若
い
頃
か
ら
東
京
に
出
て
勉
学
を
積
み
、
藩
内
で
も
佐
々
友
房
と
並
び
「
二
噸
麟
児
」
と
称
本
事
件
に
深
く
関
与
し
た
安
田
鏡
之
助
に
関
し
て
は
、
「
「
革
新
」
右
翼
と
も
『
精
神
』
右
翼
と
も
や
や
異
な
っ
た
特
異
の
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
（５）
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
世
間
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
近
年
に
な
っ
て
『
安
田
鏡
之
助
関
係
文
書
』
を
用
い
た
諸
研
究
も
出
て
き
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
も
論
点
は
東
久
邇
宮
稔
彦
王
、
石
原
莞
爾
を
主
題
に
掲
げ
た
も
（６）
のである。
ミ
コ
ト
安
田
は
自
身
が
抱
く
思
想
を
「
命
の
道
」
と
名
付
け
、
そ
し
て
神
兵
隊
の
計
画
へ
の
参
加
と
い
う
形
で
実
践
し
て
み
せ
た
。
本
稿
は
、
先
行
研
究
の
成
果
に
立
脚
し
つ
つ
、
主
に
安
田
自
身
の
手
に
な
る
史
料
を
蒐
集
、
活
用
し
て
、
「
命
の
道
」
思
想
の
背
景
、
形
成
、
発
露
と
い
う
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
本
事
件
に
お
け
る
安
田
の
存
在
意
義
を
検
討
し
て
い
く
。
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
さ
れ
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
予
備
門
の
舎
監
を
務
め
、
や
が
て
熊
本
に
帰
っ
て
中
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
が
、
公
務
を
帯
び
て
家
を
出
た
ま
ま
行
方
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
公
用
の
大
金
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
説
や
、
殺
害
説
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
彌
蔵
が
杳
と
し
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
鏡
之
助
は
二
歳
八
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
幼
に
し
て
父
を
失
っ
た
鏡
之
助
は
、
祖
父
・
傳
蔵
と
母
・
登
美
恵
の
手
に
よ
っ
て
、
儒
教
と
武
士
道
精
神
に
基
づ
い
た
家
庭
教
育
を
授
か
り
、
熊
本
県
立
壼
川
尋
常
小
学
校
、
同
市
高
等
小
学
校
を
経
て
、
県
立
熊
本
中
学
校
に
進
んだ。そして父がいない貧困家庭という理由もあったのだろう、
同
校
二
学
年
在
学
中
に
熊
本
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
に
進
み
、
軍
人
た
る
こ
と
（８）
を
目
指
し
た
。
こ
の
熊
本
幼
年
学
校
を
、
安
田
は
牟
田
口
廉
也
（
の
ち
に
中
将
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
時
の
軍
司
令
官
、
以
下
同
じ
）
と
並
び
優
等
生
で
卒
業
し
た
。
次
い
で
、
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校
（
二
二
期
）
、
陸
軍
大
学
校
（
三
○
期
）
に
進
ん
だ
。
陸士二一一期といえば牟田口のほか、安達二十一一一（中将、北支那
方
面
軍
参
謀
長
）
、
鈴
木
貞
一
（
中
将
、
企
画
院
総
裁
）
な
ど
が
い
る
。
ま
た、陸軍の中枢人物を輩出した、いわゆる「天保銭」組の陸大三
○
期
に
は
、
石
原
莞
爾
（
中
将
、
関
東
軍
参
謀
副
長
）
が
い
る
。
こ
れ
ら
鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
安
田
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
進
級
を
重ねた。また、安田がエリート軍人たる所以は、学校内の成績の
（９）
み
な
ら
ず
、
彼
が
福
田
雅
太
郎
（
大
将
、
枢
密
院
顧
問
官
）
の
娘
婿
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
安
田
は
中
佐
で
退
職
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
の彼が将来を嘱望された軍人であったことが窺い知れる。行論中
の
便
宜
の
た
め
に
も
、
安
田
の
軍
歴
を
列
挙
し
よ
う
。
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明治四一一一年五月陸軍士官学校卒業（二一一期）
’
二
月
陸
軍
歩
兵
少
尉
、
歩
兵
第
五
六
連
隊
付
大
正
二
年
一
二
月
陸
軍
歩
兵
中
尉
三
年
八
～
’
二
月
胄
島
攻
略
戦
に
機
関
銃
正
隊
長
と
し
て
出
征
七
年
一
一
月
陸
軍
大
学
校
卒
業
（
三
○
期
）
八
年
四
月
参
謀
本
部
付
九
年
四
月
陸
軍
歩
兵
大
尉
、
参
謀
本
部
付
、
兼
陸
大
教
官
一
二
年
一
一
月
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
付
武
官
補
佐
官
一
三
年
一
一
一
月
東
久
邇
宮
稔
彦
王
付
武
官
一
四
年
八
月
陸
軍
少
佐
昭
和
二
年
一
月
帰
朝
四
年
八
月
陸
軍
中
佐
一
二
月
兼
参
謀
本
部
付
五
年
三
月
歩
兵
第
三
連
隊
付
八
月
依
願
免
官
、
予
備
役
編
入
本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
安
田
の
滞
仏
期
の
約
四
年
間
に
つ
い
て
、
や
や
詳
細
に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
安
田
の
渡
仏
前
の
思
想
は
一
般
軍
人
と
同
様
、
軍
人
勅
諭
の
精
神
に
則
っ
た
通
り
の
「
皇
室
中
心
の
思
想
と
伝
統
的
軍
人
精
神
並
に
官
吏
の
伝
統
的
思
想
た
る
栄
達
即
ち
御
奉
公
の
思
想
等
の
結
合
せ
ら
れ
た
る
程
度
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
渡
仏
し
て
「
遠
き
異
（Ⅶ）
郷
よ
り
祖
国
日
本
を
顧
み
て
反
省
す
る
処
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
安
田
の
中
で
思
想
の
変
革
期
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
公
使
館
付
陸
軍
武
官
（
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
公
式
に
は
「
仏
国
在
勤
帝
国
大
使
館
付
武
官
」
と
呼
ば
れ
た
）
は
外
務
省
に
設
置
さ
れ
て
い
た
法
政
史
学
第
五
十
七
号
が
、
そ
の
活
動
は
外
務
省
の
管
轄
外
で
あ
り
、
参
謀
総
長
の
指
揮
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
主
要
な
大
公
使
館
に
は
武
官
の
ほ
か
、
武
官
補
佐
官
が
配
さ
れ
て
お
り
、
安
田
は
大
正
九
年
三
月
、
東
京
外
語
仏
語
部
専
修
科
を
修
了
し
、
｜
二
年
一
一
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
付
武
官
補
佐
官
に
任
命
さ
れ
た
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
東
久
邇
宮
稔
彦
王
が
留
学
し
て
い
た
。
東
久
邇
宮
は
大
正
九
年
に
陸
軍
少
佐
で
渡
仏
し
、
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ウ
砲
兵
学
校
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
大
学
を
卒
業
後
も
、
パ
リ
に
滞
在
し
続
け
て
い
た
。
パ
リ
生
活
を
満
喫
す
る
こ
と
七
年
、
こ
の
こ
と
は
「
東
久
邇
宮
殿
下
帰
朝
問
題
」
と
し
て
日
本
の
新
聞
紙
上
で
話
題
に
な
り
、
ま
た
東
久
邇
宮
と
宮
内
・
陸
軍
両
省
と
の
関
係
を
極
端
に
悪
化
さ
せ
て
い
た
。
宮
内
省
始
め
政
府
の
期
待
す
る
皇
族
像
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
皇
族
」
で
あ
り
、
皇
族
が
率
先
し
て
対
外
活
動
や
内
政
参
加
を
行
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
。
東
久
邇
宮
の
方
に
は
留
学
期
間
の
延
長
く
ら
い
は
大
目
に
見
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
も
、
両
省
と
激
し
く
対
立
し
た
は
ず
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
は
（Ⅱ）
感
情
的
な
し
こ
り
を
残
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
一
三
年
一
一
一
月
上
旬
、
パ
リ
に
お
い
て
、
安
田
は
大
使
館
付
武
官
・
大
平
善
一
に
呼
ば
れ
、
東
久
邇
宮
付
武
官
の
後
任
と
し
て
安
田
を
陸
相
に
推
薦
し
た
い
旨
を
伝
え
ら
れ
た
。
現
任
武
官
の
蒲
穆
が
「
突
然
神
経
衰
弱
に
か
洩
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
の
は
在
巴
日
本
人
間
に
周
知
の
事
実
」
な
ほ
ど
、
帰
国
延
引
問
題
が
深
刻
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
久
邇
宮
自
身
が
「
安
田
は
陸
軍
の
巨
頭
の
福
田
と
婚
姻
関
係
が
あ
る
な
…
…
」
と
仰
っ
て
言
外
に
思
召
に
充
ち
袷
は
い
よ
う
な
御
様
子
」
と
聞
き
、
丁
重
に
断
り
た
か
っ
た
安
田
で
は
（旧）
あったが、｜晩の沈思の結果、「『断然難に赴かん」という決、し」
の
腹
を
括
っ
た
。
一ハーハ
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同
一
五
日
、
正
式
に
御
付
武
官
に
任
じ
ら
れ
た
安
田
は
、
翌
日
、
東
久
邇
宮と会見し、補職の挨拶として、
安
田
は
殿
下
に
対
し
奉
り
ま
し
て
、
年
齢
、
学
歴
、
陸
軍
の
経
歴
、
又
欧
州
生
活
の
経
験
等
、
何
れ
の
点
よ
り
も
後
輩
未
熟
の
も
の
で
御
座
い
ま
し
て
、
殿
下
御
補
翼
の
職
を
汚
す
な
ど
ｈ
は
恩
ひ
も
及
ば
ぬ
所
で
御
座
い
ま
し
て
、
実
に
恐
權
に
堪
え
ま
せ
ん
。
〔
中
略
、
筆
者
註
、
以
下
同
じ
〕
宜
し
く
後
輩
を
御
指
導
し
賜
は
る
の
思
召
で
万
事
忌
憶
な
く
御
（旧）
薫
陶
御
鞭
燵
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
と
述
べ
た
。
当
初
、
安
田
に
対
し
警
戒
的
だ
っ
た
東
久
邇
宮
か
、
次
第
に
彼
を
重
く
扱
っ
た
理
由
も
こ
の
辺
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
留
学
先
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
安
田
以
前
の
御
付
武
官
は
、
溝
口
直
亮
（
陸
士
一
○
期
）
に
し
て
も
蒲
（
同
一
二
期
）
に
し
て
も
東
久
邇
宮
（
同
二
○
期
）
よ
り
も
年
長
で
、
態
度
が
監
督
者
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
安
田
は
年
齢
・
階
級
と
も
に
下
位
で
あ
り
、
当
然
そ
の
接
す
る
態
度
も
や
わ
ら
か
か
っ
た
。
御
付
武
官
に
な
っ
た
安
田
の
主
な
仕
事
は
、
東
久
邇
宮
の
「
悪
評
」
払
拭
で
あ
っ
た
。
帰
朝
を
延
期
し
て
い
る
東
久
邇
宮
に
対
し
、
国
体
を
危
う
く
す
る
思
想
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
噂
の
ほ
か
に
、
女
色
に
耽
溺
し
て
二
人
の
子
ま
で
な
し
た
、
な
ど
と
い
う
根
も
葉
も
な
い
風
評
も
あ
り
、
む
し
ろ
間
題
な
の
は
、
こ
う
し
た
噂
が
「
所
謂
道
聴
途
説
の
如
き
軽
き
も
の
で
な
く
、
そ
れ
（Ｍ）
が
本
国
の
官
辺
に
も
有
力
な
事
実
と
し
て
さ
へ
喧
伝
さ
れ
て
居
た
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
と
東
久
邇
宮
自
身
の
帰
朝
延
引
と
が
相
ま
っ
て
の
、
宮
内
・
陸
軍
両
省
と
の
関
係
悪
化
で
あ
り
、
安
田
は
両
省
と
文
書
の
や
り
取
り
を
通
し
て
折
衝
に
努
め
た
。
（旧）
例えば、昭和｜工年一一一月一一七日付の一木喜徳郎宮内大臣宛電報
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
に
は
、
大
正
天
皇
の
死
が
報
じ
ら
れ
、
東
久
邇
宮
が
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〔前略〕然ルーー廿六日御決心後ノ御態度ヲ拝スルニ心気〔機〕
一転ノ御様子ナリ、極メテ憂愁ノ裡一一沈マレァリ、〔中略〕
或
ハ
万
一
恩
ヒ
ッ
メ
ク
ル
処
決
セ
ラ
ル
、
コ
ト
ナ
キ
ヲ
恐
レ
大
使
及
陸
軍
武
官
卜
内
々
協
議
ス
ル
所
ア
リ
シ
程
ナ
リ
キ
、
本
廿
七
日
大
使
及
上
武
官
二
対
シ
夫
々
皇
族
及
軍
職
辞
退
ノ
意
ヲ
開
示
セ
ラ
レ
下
官
ニ
ハ
今
日
ア
リ
、
自
分
二
余
ハ
自
由
ノ
身
ト
ナ
リ
タ
ル
積
リ
ナ
リ
ト
ノ
御
言
葉
ア
リ
シ
故
、
否
ラ
ス
、
允
許
ナ
キ
迄
依
然
現
在
ノ
侭
卜
存
シ
マ
ス
、
御
自
重
ア
リ
タ
キ
旨
御
答
へ
セ
リ
、
と
あ
る
。
東
久
邇
宮
の
帰
朝
問
題
か
ら
皇
族
・
軍
職
辞
退
問
題
へ
、
は
た
ま
た
自
殺
の
危
倶
へ
と
、
安
田
の
苦
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
田
は
エ
リ
ー
ト
軍
人
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
軍
人
と
し
て
の
将
来
を
約
束
さ
れ
た
身
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、
パ
リ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
彼
の
思
想
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
東
久
邇
宮
へ
の
同
情
か
ら
、
次
節
で
見
る
よ
う
な
強
固
な
ま
で
の
皇
室
崇
拝
と
と
も
に
現
況
日
本
へ
の
危
倶
を
抱
き
つ
つ
、
安
田
は
大
正
天
皇
の
死
去
に
よ
り
、
東
久
邇
宮
を
伴
っ
て
帰
国
した（昭和二年一月）。
「
命
の
道
」
の
形
成
の
土
台
に
は
、
パ
リ
在
勤
時
代
の
経
験
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
帰
国
後
の
身
辺
の
情
勢
、
天
野
と
の
出
会
い
が
、
安
田
の
思
想
と
行
動
を
決
定
付
け
る
こ
と
と
な
る
。
帰
国
後
、
安
田
は
さ
ま
ざ
ま
な
軍
職
を
歴
任
す
る
が
、
東
久
邇
宮
付
武
官
二
「
命
の
道
」
と
天
野
辰
夫
六
七
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法
政
史
学
第
五
十
七
号
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
エ
リ
ー
ト
軍
人
・
安
田
を
御
付
武
官
に
留
め
置
く
こ
と
は
陸
軍
上
層
部
と
し
て
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
安
田
を
中
佐
に
昇
級
さ
せ
、
さ
ら
に
東
久
邇
宮
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
陸
軍
人
事
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
安
田
は
そ
の
命
令
に
官
吏
と
し
て
の
立
場
、
東
久
邇
宮
に
対
す
る
「
情
」
か
ら
苦
し
み
、
ま
た
東
久
邇
宮
に
同
情
的
だ
っ
た
上
原
勇
作
元
帥
や
倉
富
勇
三
郎
枢
密
院
議
長
に
も
相
（肥）
談
し
た
が
、
昭
和
五
年
八
月
、
つ
い
に
安
田
は
陸
軍
と
訣
別
し
た
。
こ
の
出
処
進
退
の
選
択
は
、
政
治
上
の
諸
現
象
に
対
す
る
不
満
と
批
判
が
生
ま
れ
た
安
田
に
と
っ
て
の
、
ま
た
政
治
的
実
践
の
道
を
模
索
す
る
た
め
の
決
意
表
明
で
も
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
軍
人
の
政
治
不
関
与
を
定
め
る
「
軍
人
勅
諭
」
が
あ
る
以
上
、
軍
籍
離
脱
は
致
し
方
な
い
選
択
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
汝
元
来
無
一
物
日
本
人
ト
シ
テ
生
ヲ
稟
ケ
タ
ノ
テ
官
吏
ニ
ハ
後
テ
ナ
ッ
タ
ノ
タ
、
官
吏
ハ
止
メ
得
テ
モ
日
本
人
ハ
止
メ
ラ
レ
ヌ
ソ
、
日
本
（、）
人
一
ナ
ァ
ル
コ
ト
カ
大
事
タ
ソ
」
と
い
う
心
境
だ
っ
た
と
、
安
田
は
手
記
の
中
（旧）
で述べている。
と
も
あ
れ
、
安
田
は
陸
軍
を
退
い
て
東
久
邇
宮
の
「
家
令
」
な
い
し
「
私
設
秘
書
」
と
な
っ
た
。
そ
の
主
な
仕
事
は
「
東
久
邇
宮
が
皇
族
と
し
て
活
動
（Ⅲ）
す
る
さ
い
の
一
切
の
基
礎
と
な
る
べ
き
資
料
の
収
集
、
整
理
」
で
あ
り
、
「
殿
下
か
ら
陸
軍
中
佐
の
俸
給
に
相
当
す
る
手
当
金
を
い
た
だ
い
て
何
ら
か
（別）
の
職
務
に
つ
い
て
い
た
」
ら
し
い
が
、
具
体
的
に
何
を
し
て
い
た
か
は
不
明
な
点
も
多
い
。
た
だ
、
東
久
邇
宮
と
の
関
係
で
国
政
の
中
枢
と
間
接
的
に
接
触
で
き
、
あ
る
い
は
予
備
役
と
し
て
の
制
限
は
あ
る
が
、
軍
内
情
報
を
人
手
で
き
る
と
い
う
立
場
は
、
彼
の
思
想
を
模
索
し
、
た
た
か
わ
せ
、
ま
た
賛
同
者
を
得
る
た
め
に
は
好
条
件
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
安
田
は
自
身
が
抱
く
思
想
を
「
命
の
道
」
と
名
付
け
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ミ
コ
ト
命
と
は
天
神
勅
命
の
命
に
し
て
即
ち
民
族
使
命
の
命
な
り
。
命
と
は
天
皇
統
率
の
命
に
し
て
民
族
生
命
の
命
な
り
。
天
神
の
勅
命
に
啓
示
せ
ら
れ
て
日
本
民
族
の
使
命
確
立
し
、
天
皇
の
使
命
に
統
一
せ
ら
れ
て
日
本
（Ⅲ）
人
生
の
生
命
卓
立
す
。
と
し
て
お
り
、
自
分
と
皇
室
と
を
関
連
付
け
、
神
の
使
命
が
「
是
の
漂
へ
る
つくりかためな（皿）
国
を
修
理
固
成
せ
」
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
も
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
、
と
い
う
自
覚
を
持
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
殿
下
否
自
分
力
誓
ピ
ク
ル
神
々
一
一
対
シ
安
（羽）
田
ハ
身
モ
魂
モ
道
ノ
為
メ
ニ
打
チ
込
ン
一
ナ
進
」
む
こ
と
か
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
安
田
を
取
り
巻
く
環
境
が
「
非
常
時
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
思
想
界
ノ
混
乱
、
政
治
界
即
チ
政
党
官
僚
ノ
堕
落
、
経
済
界
ノ
行
詰
（別）
リ
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
命
の
道
」
へ
の
帰
一
、
し
を
一
層
強
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
田
は
先
の
「
軍
人
勅
諭
」
を
挙
げ
て
「
世
論
に
惑
は
ず
政
治
に
拘
ら
ず
の
部
分
読
み
に
拘
泥
し
、
真
本
の
御
主
旨
で
あ
る
忠
節
を
守
る
と
謂
ふ
、
｜
番
大
切
な
御
教
へ
」
を
胸
に
抱
か
ず
、
「
西
洋
模
倣
の
法
治
政
制
を
濫
造
し
て
こ
の
皇
国
を
欧
米
舶
来
の
民
主
国
家
即
ち
政
党
・
官
僚
・
資
本
家
の
跳
梁
す
る
新
日
本
と
改
造
し
」
て
「
教
育
勅
語
に
啓
示
し
給
ふ
全
一
主
眼
の
御
聖
旨
」
は
「
服
腐
せ
ず
に
「
国
法
に
遵
ひ
』
の
一
句
の
み
を
自
分
に
都
合
よ
く
曲
説
し
て
振
蒻
し
、
緩
急
非
常
に
応
じ
て
奮
起
す
る
所
の
『
義
勇
公
に
奉
ず
る
』
日
本
魂
の
萌
芽
を
躁
鯛
し
っ
甚
皇
道
発
現
の
飛
躍
運
動
を
阻
碍
し
、
所
謂
合
法
的
裏
に
皇
国
日
本
の
国
生
・
国
命
を
残
害
し
西
洋
化
生
（あ）
の
民
主
的
法
治
国
日
本
の
存
続
を
守
り
続
け
て
居
る
」
現
況
に
、
安
田
は
立
六
八
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ち
向
か
お
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
何
よ
り
、
そ
こ
に
は
大
勢
が
「
勅
諭
」
に
部
分
的
理
解
に
留
ま
る
中
で
、
自
分
は
軍
職
を
辞
し
て
政
治
活
動
へ
の
出
発
を
選
び
、
純
粋
に
「
勅
諭
」
に
従
っ
て
忠
義
を
ま
っ
と
う
し
て
い
る
と
い
う
自
負
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
安
田
の
「
命
の
道
」
と
い
う
日
本
精
神
論
は
、
た
と
え
合
法
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
非
日
本
的
な
と
こ
ろ
の
共
産
主
義
・
資
本
主
義
・
政
党
政
治
の
打
倒
・
撲
滅
へ
と
必
然
的
に
歩
を
進
め
た
。
こ
の
強
烈
な
ま
で
の
敵
煽
心
が
、
次
第
に
非
合
法
的
手
段
に
よ
る
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
と
す
る
方
向
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
推
測
で
き
る
。
安
田
鏡
之
助
が
国
家
主
義
を
標
傍
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
前
述
の
通
り
東
久邇宮付武官以降であり、実際、帰国後よりそのような一一一一口動が
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
青
年
将
校
が
安
田
の
家
に
集
ま
っ
て
宴
会
を
催
し
、
昭
和
維
新
へ
の
空
想
・
計
画
を
話
し
合
っ
て
い
た
と
か
、
血
盟
団
、
五
・
一
五
事
件
に
つ
い
て
も
「
お
お
む
ね
肯
定
的
な
解
釈
」
を
し
て
い
た
ら
（別）
し
い
。
こ
の
よ
う
な
精
神
状
況
に
あ
っ
た
か
》
ｂ
、
天
野
辰
夫
と
は
昭
和
四
年
春
、
鹿
子
木
員
信
の
紹
介
で
出
会
い
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
て
親
交
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（幻）
神
兵
隊
事
件
の
首
魁
と
さ
れ
る
天
野
辰
夫
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
学
生
時
代
か
ら
、
国
家
主
義
運
動
を
開
始
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
在
学
中
ス
メ
ラ
、
、
、
＋
は
天
皇
主
権
説
の
上
杉
慎
吉
に
師
事
し
、
記
紀
の
研
究
を
通
し
て
「
皇
道
原
理
」
な
る
理
論
を
構
築
し
、
興
国
同
志
会
を
結
成
し
て
森
戸
辰
男
助
教
授
を
辞
職
に
追
い
込
む
（
森
戸
事
件
、
大
正
九
年
）
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
た。大
学
卒
業
後
、
天
野
は
一
時
期
、
法
政
大
学
の
教
授
を
務
め
た
こ
と
も
あ
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
（肥）
ラ○が、主に弁護士（第一一東京弁護士会所属）の業務に従事した。
｜
方
で
国
本
社
に
も
関
係
し
、
大
正
一
三
年
に
清
浦
奎
吾
内
閣
を
支
持
す
る
四
月
党
を
結
成
、
自
ら
総
選
挙
に
打
っ
て
出
た
が
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
父
・
千
代
九
が
社
長
を
務
め
る
日
本
楽
器
株
式
会
社
争
議
の
際
、
争
議
（羽）
団
側
と
果
敢
な
る
闘
争
を
見
せ
た
。
（犯）
し
か
し
、
何
よ
り
天
野
は
「
ロ
ノ
人
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
運
動
の
多
／
、
を
機
関
紙
な
ど
へ
の
執
筆
活
動
に
費
や
し
た
人
物
で
あ
る
。
天
野
は
、
多
く
の
国
家
主
義
系
団
体
の
結
成
に
も
携
わ
り
、
な
か
で
も
昭
和
五
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
愛
国
勤
労
党
に
は
、
天
野
は
中
央
委
員
と
し
て
参
加
し
、
機
関
紙
『
勤
労
日
本
」
を
自
ら
出
資
し
て
発
刊
し
た
。
後
に
同
党
は
内
部
の
意
見
衝
突
か
ら
同
志
の
脱
会
が
相
次
ぎ
、
そ
の
規
模
は
縮
小
し
、
天
野
の
個
人
色
を
濃
く
し
た
同
党
は
国
民
思
想
研
究
所
（
昭
和
七
年
六
月
設
立
）
、
皇
国
農
民
同
盟
（
同
年
七
月
設
立
）
な
ど
異
名
同
体
の
組
織
を
も
っ
て
、
運
動
を
継
続
し
た
。
国
民
思
想
研
究
所
は
思
想
団
体
と
見
る
よ
り
、
単
な
る
雑
誌
発
刊
所
と
し
て
の
側
面
が
強
く
、
機
関
紙
「
国
民
思
想
』
（
月
刊
）
を
刊
行
し
た
。
天
野
は
、
そ
れ
ら
機
関
紙
上
で
の
執
筆
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
論
（Ｍ）
の
喚
起
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
天
野
の
抱
く
「
皇
道
原
理
」
は
「
「
我
は
日
本
人
で
あ
る
』
と
云
ふ
こ
と
を
明
確
に
意
識
」
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
「
我
』
の
行
動
が
す
な
わ
ち
、
（犯）
神
の
行
動
の
延
長
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
伊
邪
那
岐
・
伊
邪
那
美
の
如
く
「
未
完
成
な
る
世
界
を
完
成
し
救
は
れ
（羽）
ざ
る
民
族
を
救
済
す
る
の
念
願
を
以
て
自
ら
の
使
命
」
‐
と
す
る
と
い
う
「
使
命
至
上
主
義
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
ら
天
野
の
本
来
の
主
張
は
、
国
家
改
造
に
囚
わ
れ
ず
、
個
人
の
日
常
に
お
い
て
の
過
程
を
重
視
し
て
い
た
が
、
そ
六
九
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「
命
の
道
」
の
発
露
で
あ
る
神
兵
隊
事
件
の
頃
の
、
当
時
の
国
家
主
義
運
動
は
、
そ
の
最
高
潮
か
ら
漸
次
退
潮
の
道
を
た
ど
る
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
例
え
ば
、
第
一
に
斎
藤
実
内
閣
が
時
局
匡
済
決
議
案
を
通
過
さ
せ
、
東
北
農
村
の
救
済
に
努
力
し
た
こ
と
、
第
二
に
満
州
事
変
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
国
際
情
勢
が
次
第
に
緩
和
し
た
こ
と
、
第
三
に
陸
軍
首
脳
部
が
軍
拡
予
算
を
獲
得
し
、
自
重
傾
向
に
な
っ
た
こ
と
、
第
四
に
「
左
に
敏
感
、
右
に
鈍
感
」
と
言
わ
れ
た
当
局
の
弾
圧
が
、
血
盟
団
事
件
以
降
、
国
家
主
義
団
体
（訓）
に
対
し
て
強
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
沈
滞
ム
ー
ド
の
中
で
本
事
件
は
発
覚
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和
七
年
の
血
盟
団
、
五
・
’
五
事
件
が
、
本
事
件
と
大
き
な
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
神
兵
隊
の
三
本
柱
は
建
設
担
当
の
天
野
辰
夫
、
破
壊
担
当
の
前
田
虎
雄
、
資
金
担
当
の
安
田
鏡
之
助
で
あ
る
。
首
魁
・
天
野
は
、
血
盟
団
の
井
上
日
召
、
五
二
五
事
件
の
本
間
憲
一
郎
ら
と
交
流
が
あ
り
、
彼
ら
の
意
思
を
受
け
継
い
だ
天
野
は
、
両
事
件
の
善
後
策
と
し
て
、
逮
捕
者
の
奪
還
を
も
含
め
た
蜂
起
計
画
（
血
盟
団
事
件
の
際
、
日
召
が
自
決
を
辞
し
て
自
首
し
た
の
は
天
野
の
説
得
に
よ
る
）
を
企
て
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
神
兵
隊
事
件
は
井
上
・
本
間
・
天
野
と
い
う
相
関
ラ
イ
ン
上
に
、
実
行
さ
れ
よ
う
の
「
革
新
的
」
な
発
露
が
神
兵
隊
事
件
で
あ
っ
た
。
安
田
は
天
野
を
心
か
ら
信
奉
し
て
い
た
ゆ
え
、
そ
の
思
想
は
天
野
の
思
想
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
ま
た
天
野
と
接
触
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
野
と
の
出
会
い
は
「
命
の
道
」
を
実
践
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
三
神
兵
隊
と
安
田
錬
之
肋
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
田
の
存
在
で
あ
る
。
天
野
は
理
論
家
で
は
あ
っ
た
が
革
新
運
動
の
実
践
家
で
は
な
く
、
具
体
的
な
蜂
起
計
画
を
推
進
で
き
た
の
は
前
田
の
実
行
力
、
人
脈
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
野
と
前
田
の
出
会
い
は
大
正
一
四
年
、
上
杉
慎
吉
や
赤
尾
敏
ら
の
主
宰
す
る
建
国
会
創
立
委
員
会
（鍋）
の
際
、
日
召
が
前
田
に
「
『
あ
れ
が
天
野
だ
よ
」
と
教
え
て
や
っ
た
」
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
前
田
は
満
鉄
運
輸
課
員
時
代
、
日
召
や
本
間
と
知
り
合
い
、
（狐）
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
積
み
、
後
に
は
民
間
右
翼
勢
力
中
で
北
・
西
田
派
や
大
川
派
と
並
ぶ
「
井
上
・
本
間
・
前
田
一
派
」
を
形
成
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
管
見
の
限
り
、
天
野
や
安
田
の
よ
う
に
前
田
が
自
身
の
思
想
を
執
筆
・
発
表
し
た
こ
と
は
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
「
性
行
極
め
て
質
実
豪
毅
で
自
ら
表
面
に
た
っ
て
華
々
し
き
活
動
を
な
す
流
義
〔
儀
〕
の
人
で
な
い
、
為
に
同
志
間
勿
論
当
面
の
対
手
た
る
警
察
方
面
に
は
従
来
嘗
て
名
も
知
ら
れ
ざ
（Ⅳ）
る
と
｝
」
ろ
の
民
間
無
名
の
闘
士
」
と
評
判
が
良
か
っ
た
。
天
野
も
、
自
身
が
深
く
関
係
し
た
愛
国
勤
労
党
の
主
宰
に
前
田
を
置
く
、
と
い
う
形
で
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
た
。
そ
し
て
、
二
人
は
天
野
の
世
田
谷
の
自
宅
や
麹
町
の
法
律
事務所などで協議を重ね、計画の根本を以下のように据えた。
明
治
維
新
ノ
欠
陥
二
鑑
ミ
、
破
壊
者
即
チ
建
設
者
ナ
ル
西
洋
主
義
的
革
命
原
理
ヲ
排
シ
、
破
壊
、
建
設
両
方
面
ノ
任
務
担
当
者
ヲ
裁
然
区
別
シ
、
破
壊
担
当
者
ハ
事
ノ
成
否
如
何
一
一
拘
ラ
ス
純
粋
犠
牲
、
一
死
報
国
、
絶
対
奉
仕
ニ
終
始
シ
テ
破
壊
方
面
ノ
ミ
ヲ
実
行
シ
、
建
設
担
当
者
ハ純忠至誠、改造ノミ一一専念シテ破壊行動二関与セス、各其
（犯）
ノ分担ヲ厳守シーナ相侵ササル〔後略〕
明
治
維
新
を
不
完
全
と
み
な
す
史
観
は
、
軍
部
・
右
翼
の
台
頭
に
よ
っ
七
○
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て
、
日
本
本
来
の
純
粋
な
姿
で
あ
る
天
皇
親
政
が
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
と
し
て
湧
き
上
が
り
、
「
昭
和
維
新
」
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
（羽）
る
。
天
野
が
立
案
に
際
し
て
「
破
壊
」
と
「
建
訶
亟
」
を
峻
別
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
歴
史
観
に
立
脚
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
破
壊
工
作
担
当
の
前
田
は
、
そ
も
そ
も
の
運
動
を
農
村
に
展
開
し
、
愛
国
勤
労
党
か
ら
皇
国
農
民
同
盟
を
結
成
す
る
と
と
も
に
、
自
身
、
各
地
を
歩
い
（州）
て
同
志
獲
得
に
努
め
て
い
た
。
五
・
’
五
事
件
の
黒
幕
と
し
て
本
間
が
逮
捕
さ
れ
（
昭
和
七
年
九
月
）
、
当
局
の
関
係
者
厳
重
監
視
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
は
、
前
田
は
建
国
会
時
代
か
ら
肝
胆
照
ら
す
仲
で
あ
っ
た
鈴
木
善
一
に
協
力
を
仰
ぎ
、
鈴
木
が
関
東
本
部
青
年
部
部
長
を
務
め
る
大
日
本
生
産
党
か
（虹）
ら影山正治・奥一戸百足、片岡駿など同士心の獲得に成功した。さら
に
、
現
役
海
軍
航
空
廠
飛
行
実
験
部
員
の
山
口
三
郎
中
佐
も
参
加
す
る
と
あ
っ
て
、
計
画
は
拡
大
し
て
い
っ
た
（
山
口
機
か
ら
の
爆
撃
、
糾
合
人
員
三
（岨）
○○名による要人・建造物襲撃などを立案）。
｜
方
、
建
設
・
資
金
方
面
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
天
野
は
苛
立
っ
て
い
た
。
資
金
調
達
が
意
の
如
く
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
に
出
て
き
た
の
が
安
田
だ
っ
た
。
安
田
が
先
の
天
野
・
前
田
と
の
協
議
に
最
初
か
ら
参
加
し
た
節
は
な
い
が
、
彼
ら
の
非
合
法
的
企
図
を
察
知
し
、
そ
の
実
現
を
期
待
す
る
が
ゆ
え
に
自
ら
金
策
を
講
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
安
田
は
旧
知
の
中
島
勝
治
郎
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
。
中
島
は
陸
軍
出
身
で
か
つ
政
財
界
に
明
る
く
、
当
時
は
西
園
寺
公
望
の
護
衛
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
中
島
は
安
田
の
申
し
出
に
応
じ
、
松
沼
勝
治
・
岩
崎
綏
輝
・
佐
塚
袈
裟
次
郎
・
岩
村
駿
を
伴
っ
て
協
議
し
た
結
果
、
松
屋
呉
服
店
常
務
取
締
役
・
内
藤
彦
一
に
話
を
持
ち
掛
け
る
こ
と
と
し
た
。
内
藤
は
蜂
起
計
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
画
を
事
前
に
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
価
変
動
を
予
測
し
て
巨
利
を
得
よ
う
と
し
、
い
わ
ば
「
早
耳
料
」
が
わ
り
に
資
金
提
供
に
協
力
し
た
。
内
藤
か
ら
の
出
資
金
は
何
回
か
に
分
け
て
提
示
さ
れ
、
合
計
五
万
七
千
円
（
｜
説
に
は
（伯）
六万一一千円）に上った。
し
か
し
、
こ
の
資
金
が
天
野
・
前
田
に
渡
っ
た
の
は
約
半
分
に
過
ぎ
ず
、
本
事
件
の
不
明
瞭
さ
を
示
し
て
い
る
。
内
藤
自
身
に
つ
い
て
は
、
神
兵
隊
員
か
ら
「
『
成
功
し
た
ら
商
工
大
臣
に
し
て
や
る
』
と
の
言
を
本
気
に
し
て
ゐ
（Ｍ）
た」との噂まである始末である。「「没落ブルジョアと結託すると
（妬）
は
不
純
極
ま
る
』
と
て
、
相
当
各
方
面
の
箪
整
を
買
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
神
兵
隊
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
国
家
主
義
系
団
体
一
般
の
評
判
を
落
と
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
安
田
の
協
力
は
資
金
方
面
の
み
な
ら
ず
、
建
設
面
に
つ
い
て
も
謀
議
画
策
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
前
節
で
見
た
「
命
の
道
」
は
、
「
皇
族
内
閣」構想へと必然的に発展していったのである。安田が一一一一口及する
実
現
す
べ
き
政
治
機
構
は
「
天
皇
御
親
政
」
で
あ
り
、
「
皇
祖
ノ
憲
法
ヲ
閏
明
シ
、
皇
祖
ノ
遺
業
ヲ
恢
弘
シ
、
国
民
ノ
精
神
ヲ
皇
道
一
一
統
一
シ
、
国
家
ノ
機構ヲ皇道皇国流一一確立シ、国家ノ臣僚ヲ選任シ、国家生命国家
使
命
ヲ
保
護
発
揚
シ
、
国
民
ノ
生
業
国
家
ノ
産
業
ヲ
確
保
助
長
シ
、
国
家
民
（妬）
人
ノ
経
済
ヲ
統
制
振
囲
こ
す
る
、
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
た
。
た
だ
、
天
野
が
「
東
久
邇
宮
と
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
と
し
て
の
安
田
に
期
待
し
、
ゆ
え
に
当
初
、
東
久
邇
宮
「
単
独
」
首
班
構
想
を
抱
い
て
い
た
の
に
対
し
、
安
田
は
東
久
邇
宮
と
の
長
い
関
係
の
中
で
感
じ
取
っ
た
、
彼
の
「
受
け」の悪さを心配していた。それは例の帰朝問題の際、皇族や陸
軍
首
脳
部
の
間
に
残
し
て
し
ま
っ
た
東
久
邇
宮
へ
の
不
信
感
に
ほ
か
な
ら
な
七
一
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い
。
し
た
が
っ
て
、
安
田
は
東
久
邇
宮
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
閑
院
宮
参
謀
総
長
や
伏
見
宮
軍
令
部
総
長
な
ど
を
含
め
た
皇
族
「
連
立
」
内
閣
を
構
想
し
、
そ
の
具
現
化
の
た
め
、
各
方
面
へ
の
工
作
に
尽
力
し
た
。
皇
室
へ
の
対
応
を
挙
げ
れ
ば
、
安
田
は
「
皇
族
様
二
政
治
ノ
実
務
迄
鞁
掌
願
フ
コ
ト
ハ
平
時
平
常
二
於
テ
ハ
恐
入
ル
事
テ
ァ
リ
マ
ス
カ
国
家
非
常
時
」
ゆ
え
に
と
い
う
こ
と
で
、
伏
見
宮
、
東
久
邇
宮
に
計
画
の
趣
旨
を
伝
え
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
田
も
相
当
の
気
を
使
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
計
画
頓
挫
の
場
合
を
憂
慮
し
て
い
た
。
「
内
容
ヲ
申
上
ケ
テ
御
諒
解
ヲ
得
タ
ル
コ
ト
ハ
無
ク
、
従
ツ
テ
本
事
件
二
対
シ
御
参
加
ヲ
御
願
上
申
上
ケ
シ
等
ノ
コトハ絶対一一」なく、「出鱈目ノ話シテハ無イ」旨を理解しても
らいつつ、「『万一一一処スル御腹」ヲ作ツテ戴クト請う趣旨」程度
に
打
ち
明
け
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
「
此
ノ
計
画
ハ
相
当
大
袈
裟
テ
ァ
リ
マ
シ
テ
」
と
か
「
勃
発
セ
ン
ト
モ
限
ラ
ナ
イ
モ
ノ
テ
ァ
リ
マ
ス
」
と
も
付
け
足
し
て
お
り
、
安
田
か
ら
し
て
、
前
田
の
建
て
た
計
画
の
実
行
性
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
節
も
窺
え
る
。
そ
し
て
安
田
は
、
計
画
が
頓
挫
し
た
七
月
三
日
（仰）
には、「無駄ナル御心配ヲ御懸ヶ申上ケシコトヲ御詫上申上ヶ」
た。決
行
前
夜
の
七
月
一
○
日
、
前
田
ら
多
く
の
同
志
は
検
挙
さ
れ
、
計
画
は
未
遂
に
終
わ
っ
た
。
五
・
一
五
事
件
な
ど
に
際
し
て
は
、
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
に
懇
々
と
訓
し
た
安
田
が
、
翌
日
の
報
道
新
聞
を
知
っ
て
、
さ
す
が
に
「
自
分
が
渦
中
に
あ
る
ク
ー
デ
タ
ー
未
然
発
覚
と
い
う
事
態
を
知
っ
て
、
何
（岨）
か一一一三うべき心の余裕が無かった」様子だったという。そして、安
田
は
九
月
中
旬
頃
か
ら
行
き
先
を
告
げ
ず
に
旅
に
出
て
、
同
二
九
日
、
大
坂
憲
兵
隊
に
出
頭
し
た
。
ま
た
、
満
州
に
逃
れ
て
い
た
天
野
や
、
そ
の
他
メ
ン
法
政
史
学
第
五
十
七
号
お
わ
り
に
（卯）
日本ファシズムは「忠君愛国」や「八紘一宇」という一一一一口葉に象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
め
て
情
緒
的
な
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ス
タ
党
・
ナ
チ
ス
党
と
異
な
り
、
理
論
・
組
織
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
安
田
や
天
野
の
説
も
、
理
路
整
然
と
し
な
い
部
分
が
多
く
、
と
も
か
く
筆
者
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
右
翼
運
動
あ
る
い
は
国
家
主
義
運
動
は
「
人
物
」
本
位
で
あ
り
、
底
流
に
あ
る
の
は
論
理
性
よ
り
、
む
し
ろ
皇
国
観
念
と
そ
れ
に
基
づ
く
運
動
に
魅
了
さ
れ
、
結
合
し
た
人
物
相
関
で
は
あ
る
ま
い
か
。
神
兵
隊
事
件
の
場
合
も
、
天
野
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
の
論
理
性
よ
り
も
、
人
柄
や
運
動
歴
な
ど
に
惹
か
れ
（別）
た
共
鳴
者
が
集
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
壹
え
る
。
天
野
が
皇
族
内
閣
を
構
想
し
、
具
現
化
へ
向
か
い
得
た
の
は
、
安
田
と
い
う
人
材
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
神
兵
隊
事
件
に
お
け
る
安
川
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
当
時
当
局
の
分
析
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
資
金
方
面
へ
の
関
与
の
み
な
ら
ず
、
建
設
面
に
お
い
て
非
常
に
大
き
い
と
い
える。とこ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
安
田
の
辿
っ
た
足
跡
を
追
い
掛
け
て
み
る
と
、
彼
の
思
想
は
極
め
て
国
粋
的
・
復
古
的
な
、
い
わ
ゆ
る
国
家
主
義
者
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
父
の
家
庭
生
活
に
は
、
合
理
主
義
の
精
神
と
自
主
性
の
尊
重
と
い
う
一
つ
の
筋
が
通
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
と
外
国
生
活
、
特
に
七二
（側）
バ
ー
全
員
は
年
内
中
に
逮
捕
さ
れ
、
複
雑
な
経
緯
を
示
し
た
一
二
年
半
に
わ
た
る
公
判
闘
争
の
末
、
「
有
罪
且
刑
免
除
」
と
い
う
判
決
結
果
で
本
事
件
は
終
了した。
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そ
の
間
の
困
難
な
政
治
的
環
境
（
例
の
東
久
邇
宮
問
題
）
の
な
か
に
苦
闘
し
た
こ
と
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
い
わ
ゆ
る
国
粋
主
義
・
尊
皇
主
義
へ
の
強
い
（兜）
傾
斜
と
か
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
」
と
、
鏡
之
助
の
長
男
・
元
久
氏
は
述
べ
て
い
る
。
日
常
の
安
田
を
知
り
得
た
者
の
言
葉として、重要な証一一一一口である。
最
後
に
、
安
田
が
同
郷
の
先
輩
で
あ
る
徳
冨
蘇
峰
に
宛
て
た
書
簡
（
昭
和
（岡）
｜一年一二月五日付）を紹介する。
冠
省
軍
の
使
命
を
覚
証
せ
る
者
共
か
上
下
の
分
裂
に
て
遂
に
一
大
事
件
を
勃
発
せ
し
め
候
。
即
ち
、
五
、
一
五
事
件
の
際
に
軍
の
総
意
を
代
表
す
る
荒
木
大
臣
か
軍
の
使
命
、
漢
人
か
謂
ふ
戈
を
止
む
る
式
の
国
防
軍
の
任
務にて所謂勅命とか倫旨とかに拘泥し、草薙剣の御教へたる
対
外
万
悪
の
折
仗
〔
伏
〕
に
任
す
る
て
ふ
白
血
球
的
使
命
、
を
具
体
的
に
申
せ
は
元
老
重
臣
と
抗
争
し
っ
型
御
前
に
於
て
非
常
時
招
来
の
真
因
を
馴
快
し
、
以
て
偽
態
日
本
を
真
正
日
本
に
更
生
す
る
の
一
大
勇
猛
心
を
待
合
は
せ
す
、
懐
寵
の
臣
等
か
常
套
的
に
利
用
す
る
「
御
展
襟
を
悩
し
奉
る
」
の
語
に
避
〔
辞
〕
易
し
て
足
利
尊
氏
な
ら
ぬ
天
皇
機
関
説
の
信
奉
者
た
る
覇
閥
政
府
と
苛
合
握
手
し
、
遂
に
皇
軍
の
真
精
神
を
発
揮
ｌ
顕
現
法
に
は
問
題
あ
り
と
す
る
も
’
せ
る
人
々
を
罪
人
視
し
、
爾
後
未
到
な
る
武
士
道
程
度
の
道
理
を
以
て
皇
道
精
神
な
り
と
僧
称
し
皇
道
即
行
動
の
精
神
の
発
芽
を
剪
除
し
、
内
に
は
不
條
理
に
圧
縮
せ
ら
れ
乍
ら
も
勃
々
と
し
て
奮
起
す
る
尊
皇
殉
国
の
精
神
を
柾
歪
し
て
ｌ
不
断
に
発
生
す
る
下
剋
上
の
発
現
続
出
は
此
の
所
以
な
り
ｌ
皇
道
精
〔
子
ロ
）
神の純正明朗なる発揮発展を妨碍し、外には、弓の【【のロ［、所
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
謂
見
へ
さ
る
恐
嚇
を
利
用
し
て
軍
事
予
算
の
獲
得
と
共
に
政
治
的
社
会
的
の
進
出
を
な
し
っ
出
あ
り
し
か
、
其
の
不
明
な
る
認
識
、
不
謹
慎
な
る
行
為
の
庇
護
下
に
巣
食
ひ
且
つ
煽
動
せ
ら
れ
た
る
思
想
ｌ
出
発
点
と
到
達
点
は
異
な
る
も
現
状
破
壊
の
中
間
作
業
は
一
致
す
る
北
、
西
田
等
の
革
命
的
凶
逆
意
念
に
指
導
せ
ら
れ
た
る
ｌ
行
動
の
激
発
と
な
り
軍
の
使
命
た
る
悪
事
清
算
の
境
界
を
脱
逸
し
て
協
力
内
閣
、
軍
部
内
閣
の
仮
面
を
胃
る
武
家
幕
府
の
現
出
を
意
願
す
る
民
意
強
要
の
僧
権
行
為
に迄引擢し了したり。
然
り
而
し
て
其
の
極
軍
の
威
信
を
内
外
に
失
墜
す
る
と
共
に
、
外
迫
内
漬
、
粛
軍
の
名
題
の
下
に
漸
く
に
し
て
妖
し
み
た
る
勤
皇
精
神
を
抱
き
つ
き
将
に
足
利
勢
に
降
伏
せ
ん
と
す
る
か
如
き
悲
運
に
立
ち
到
り
た
り
。
道
の
国
神
の
国
の
危
機
大
な
り
と
謂
は
さ
る
へ
か
ら
す
。
然
り
、
引
責
退
職
を
噂
せ
ら
る
出
軍
の
長
老
等
か
全
く
小
乗
的
の
責
任
観
念
に
鯛
路
し
て
降
伏
貧
生
の
随
劣
な
る
態
度
に
出
て
Ｌ
皇
道
精
神
の
温
床
を
躁
燗
す
る
か
、
否
恐
ら
く
は
不
落
の
境
地
を
味
得
し
不
退
転
の
覚
悟
と
自
証
し
つ
き
国
体
明
徴
を
身
行
し
皇
軍
の
真
価
値
を
発
揚
す
へ
し
と
祈
念
す
る
所
な
る
も
、
今
頃
の
手
際
を
見
は
心
許
な
き
事
の
み
多
く
痛
恨
の
極
な
り
と
す
。
若
し
従
来
の
如
き
未
到
の
態
度
に
て
一
身
の
安
逸
に
捕
は
れ
、
孟
子
の
、
欲
潔
已
而
素
大
義
、
の
蜜
に
陥
せ
ん
か
、
再
三
再
四
の
不
祥
事
を
操
返
す
妖
壁
を
播
種
す
る
に
等
く
一
邦
家
の
不
幸
後
人
を
待
た
す
し
て
暗
な
り
。
故
に
小
生
事
件
発
生
後
身
を
挺
し
て
、
破
壊
ハ
臣
下
に
て
、
建
設
ハ
皇
室
に
て
、
の
大
原
則
を
以
て
御
奉
公
申
上
侯
も
遂
に
時
勢
の
堕
力
に
適
す
る
能
は
す
、
終
に
臣
下
側
に
持
ち
廻
り
を
再
行
す
る
為
体
と
相
成
申
し
、
皇
祖
皇
宗
日
本
の
神
々
に
七
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対
し
申
訳
な
き
次
第
と
相
成
候
。
［｜字不明〕
此
上
は
将
来
の
禍
乱
を
少
な
か
ら
し
む
る
為
め
先
生
の
御
筆
□
に
て
、
天
皇
の
大
臣
た
ら
は
一
人
の
護
衛
を
要
せ
す
、
護
衛
を
要
せ
さ
る
人
物
推
挙
し
奉
る
へ
し
、
の
御
発
言
を
願
ひ
以
て
祖
国
を
将
来
に
救
ふ
〔ママ〕
のの御奉公を願上候。
三
月
五
日
安
田
生
蘇
峰
先
生
侍
史
追
伸
点
前
陸
軍
次
官
古
荘
幹
郎
宛
経
過
を
御
付
記
御
転
送
被
下
度
候
。
小
生
の
陸
軍
に
酬
ゆ
る
工
作
を
一
層
有
効
な
か
ら
し
む
る
理
由
有
之
候
間
、
敢
て
御
願
申
上
候
。
こ
の
書
簡
の
大
要
は
二
・
一
一
六
事
件
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
自
体
が
（別）
（弱）
神
兵
隊
分
裂
の
一
要
因
で
も
あ
る
。
何
よ
り
安
田
の
国
家
主
義
的
な
傾
斜
が
随
所
に
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
破
壊
ハ
臣
下
に
て
、
建
設
ハ
皇
室
に
て
」
を
大
原
則
と
す
る
記
述
が
、
安
田
の
思
想
を
象
徴
し
て
い
る
。
さ
ら
に
末
尾
部
分
に
お
い
て
、
陸
軍
へ
の
「
工
作
」
と
い
う
積
極
性
が
窺
え
る
のである。
昭
和
初
期
に
頻
発
し
た
小
テ
ロ
事
件
は
、
思
想
先
行
型
の
実
効
性
の
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
神
兵
隊
事
件
も
同
様
で
あ
り
、
本
計
画
が
早
急
か
つ
杜
撰
、
さ
ら
に
は
壮
大
さ
だ
け
が
際
立
っ
た
も
の
と
、
簡
単
に
処
理
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
こ
う
し
た
見
解
に
真
っ
向
か
ら
否
と
挑
む
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
史
料
発
掘
を
始
め
と
し
て
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
研
究
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
領
域
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
安
田
の
生
い
立
ち
、
パ
リ
時
代
、
そ
し
て
神
兵
隊
事
件
に
ど
う
関
わ
っ
た
か
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
後
の
安
田
の
動
向
に
つ
い
て
も
関
心
を
抱
法
政
史
学
第
五
十
七
号
い
て
い
る
。
天
野
辰
夫
に
関
す
る
研
究
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い。註（１）司法省刑事局編刊『思想研究資料特輯』五一一一号、’九三
九
年
（
今
井
清
一
、
高
橋
正
衛
編
「
現
代
史
資
料
四
、
国
家
主
義
運
動一」みすず書一房、’九六六年、所収）。
（
２
）
「
神
兵
隊
事
件
」
、
我
妻
栄
編
『
日
本
政
治
裁
判
史
録
』
昭
和
・
後
、
第
一
法
規
、
’
九
七
○
年
。
（
３
）
「
神
兵
隊
事
件
と
『
北
・
西
田
派
』
の
本
質
的
一
面
」
Ｈ
・
口
、
『西南学院大学法学論集」’五巻一一一・四号、一九八三年。
（
４
）
例
え
ば
、
奥
平
康
弘
編
「
昭
和
思
想
統
制
史
資
料
』
生
活
社
、
’
九
八
○
年
、
専
修
大
学
今
村
力
三
郎
法
律
事
務
所
編
刊
『
今
村
訴
訟
記
録
」
第
八
・
九
巻
、
’
九
八
四
・
八
五
年
、
な
ど
。
（
５
）
伊
藤
隆
「
神
兵
隊
事
件
と
安
田
錬
之
助
‐
｜
『
日
本
歴
史
』
五
○
○
号
、
’
九
九
○
年
一
月
、
六
五
頁
。
な
お
、
本
稿
は
こ
の
小
論
に
啓
発
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い
。
（
６
）
柴
田
紳
一
『
昭
和
期
の
皇
室
と
政
治
外
交
』
原
書
房
、
’
九
九
五
年
、
お
よ
び
野
村
乙
二
朗
「
昭
和
維
新
と
し
て
の
満
州
事
変
」
「
政
治
経
済
史
学
』
三
七
○
号
（
四
・
五
・
六
月
特
大
合
併
号
）
、
’
九
九
七
年
。
な
お
、
本
稿
で
も
「
安
田
錬
之
助
関
係
文
書
』
（
以
下
、
『
安
田
文
書
』
と
略
記
）
な
ど
の
史
料
を
用
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
史
料
引
用
に
際
し
て
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
お
よ
び
段
落
を
付
し
た
。
七
四
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（
７
）
以
下
、
安
田
の
経
歴
に
つ
い
て
、
特
に
注
記
す
る
以
外
は
「
国
家
主
義
系
団
体
員
の
経
歴
調
査
Ｈ
」
（
司
法
省
刑
事
局
編
刊
『
思
想
資
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
特
輯
』
二
四
号
、
’
九
四
一
年
、
前
掲
「
昭
和
思
想
統
制
史
資
料
』
｜
八
巻
上
・
下
に
所
収
）
、
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
一
年
、
安
田
元
久
『
飴
馬
の
道
草
』
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八
九
年
、
参
照
。
ま
た
、
前
掲
野
村
論
文
に
も
詳
し
い
。
な
お
、
中
世
史
家
と
し
て
著
名
な
安
田
元
久
氏
は
鏡
之
助
の
長
男
で
あ
る
。
（
８
）
幼
年
学
校
は
原
則
と
し
て
毎
月
の
納
金
制
で
あ
る
が
、
陸
海
軍
軍
人
の
遺
児
・
子
弟
に
つ
い
て
は
減
免
も
可
能
で
あ
っ
た
。
安
田
の
場
合
、
功
績
あ
る
旧
藩
士
の
遺
児
と
し
て
官
費
扱
い
に
な
っ
た
の
だ
る
》つｏ
（
９
）
福
田
に
つ
い
て
は
黒
坂
勝
美
『
福
田
大
将
伝
』
福
田
大
将
伝
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
、
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
安
田
に
つ
い
て
の記述はない。
（
Ⅷ
）
前
掲
「
国
家
主
義
系
団
体
員
の
経
歴
調
査
Ｈ
」
、
「
昭
和
思
想
統
制
史
資
料
」
｜
八
巻
下
、
六
五
六
頁
。
（Ⅱ）野村前掲書、七頁、参照。
（
ｕ
）
安
田
錬
之
助
口
述
「
後
毘
の
為
に
（
講
演
趣
旨
、
お
よ
び
第
一
回
講
演
録
）
」
、
前
掲
「
安
田
文
書
』
目
録
番
号
二
○
三
、
お
よ
び
「
後
毘の為に（第二回講演録）」、目録番号二○四。
（
田
）
前
掲
「
安
田
文
書
』
目
録
番
号
二
○
四
。
（ｕ）前掲「安田文書』目録番号一一○三。
（
烟
）
前
掲
『
安
田
文
書
』
目
録
番
号
九
三
。
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
（
咄
）
安
田
が
上
原
の
信
任
を
受
け
て
い
た
の
は
、
前
述
の
通
り
安
田
が
福
田
の
娘
婿
ゆ
え
で
あ
る
。
反
長
州
・
親
皇
族
の
派
閥
を
形
成
し
た
上
原
は
、
清
浦
奎
吾
内
閣
の
陸
相
に
福
田
を
推
し
た
こ
と
も
あ
り
（
実
現
は
し
な
か
っ
た
）
、
福
田
は
上
原
閥
の
後
継
者
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
安
田
と
東
久
邇
宮
・
上
原
・
倉
富
ら
の
人
物
相
関
については、「断腸秘録」中の図（『学習院大学史料館所蔵
目
録
」
一
○
号
、
六
五
頁
、
参
照
）
に
詳
し
い
。
（
Ⅳ
）
同
右
、
七
二
頁
、
参
照
。
（
旧
）
野
村
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
安
田
の
行
動
は
、
か
の
石
原
莞
爾
を
も
感
動
さ
せ
た
。
そ
し
て
石
原
は
安
田
の
行
動
を
「
昭
和
維
新
の
文
脈
の
中
に
位
置
付
け
て
理
解
し
」
「
単
に
一
皇
族
東
久
邇
宮
稔
彦
王
に
対
す
る
安
田
の
忠
誠
護
と
し
て
で
な
く
、
皇
族
に
よ
る
統
帥
権
掌
握
の
契
機
と
つ
か
ん
だ
」
二
○
頁
）
。
な
お
、
安
田
と
石
原
は
陸
大
同
期
で
あ
り
、
ま
た
同
時
期
に
陸
大
教
官
を
務
め
た
間
柄
で
も
あ
る。
（四）堀前掲書Ｈ、六○頁。
（
別
）
前
掲
『
飴
馬
の
道
草
』
六
七
頁
。
カ
ミ
ス
メ
ラ
ノ
ミ
コ
ト
ノ
：
、
～
（
Ⅲ
）
安
田
鏡
之
助
「
神
皇
命
之
道
」
Ｈ
、
「
日
本
論
叢
』
一
九
一
一
一
九
年
三
月
号
、
六
○
頁
。
（
皿
）
同
右
ロ
、
「
日
本
論
叢
』
’
九
三
九
年
四
月
号
、
三
八
頁
。
（
羽
）
安
田
鎮
之
助
口
述
「
獄
中
ヨ
リ
師
友
へ
」
、
前
掲
「
安
田
文
書
』
目録番号二一○。
（
別
）
安
田
鏡
之
助
「
皇
族
内
閣
ノ
成
立
ヲ
祈
願
セ
シ
理
由
及
経
過
」
、
前掲『安田文書」目録番号二一一一七。
七
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（妬）註（皿）に同じ、四五～四七頁。
（
邪
）
前
掲
『
飴
馬
の
道
草
」
七
四
頁
。
（
Ⅳ
）
以
下
、
天
野
の
経
歴
お
よ
び
彼
の
関
係
し
た
団
体
に
つ
い
て
、
特
に注記する以外は前掲「国家主義系団体員の経歴調査Ｈ」、
お
よ
び
馬
場
義
統
「
我
国
に
於
る
最
近
の
国
家
主
義
乃
至
国
家
社
会
主
義
運
動
に
就
て
」
、
司
法
省
調
査
課
「
司
法
研
究
』
’
○
号
、
’
九三五年、参照。
（
肥
）
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
「
教
職
員
任
免
簿
」
に
よ
れ
ば
、
天
野
は
大
正
二
年
四
月
一
日
付
で
「
法
文
学
部
専
任
教
授
ヲ
嘱
託
ス
」
と
あ
り
、
ま
た
前
掲
「
国
家
主
義
系
団
体
員
の
経
歴
調
査
Ｈ
」
二
一
頁
、
に
は
「
行
政
科
を
担
当
し
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
当
時
、
「
行
政
科
」
な
る
講
義
科
目
は
な
い
の
で
、
「
行
政
法
」
そ
の
他
か
と
思
われる。
（
羽
）
浜
松
市
役
所
編
刊
『
浜
松
市
史
』
’
九
八
○
年
、
四
七
一
～
四
八
六頁、参照。
（別）伊藤隆他編『近代日本史料選書一、真崎甚三郎日記四』
山川出版社、’九八三年、一一五七頁（昭和一四年一一月一一
一一一日の条）。その前日、真崎は天野（当時、まことむすび
社
世
話
人
）
と
初
め
て
対
面
し
た
折
、
大
局
に
お
い
て
「
其
ノ
語
リ
シ
処
ハ
大
体
予
卜
感
ヲ
同
ジ
ク
セ
シ
」
と
感
じ
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
好
感
を
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
Ⅲ
）
天
野
の
執
筆
活
動
に
は
単
行
と
し
て
『
国
体
皇
道
」
日
本
論
叢
社
、
一
九
三
八
年
、
が
あ
り
、
ま
た
論
文
と
し
て
「
国
民
教
育
の
基
調
と
し
て
の
日
本
人
吾
等
の
生
活
原
理
」
、
「
国
民
思
想
』
’
九
三
一
一
法
政
史
学
第
五
十
七
号
七
六
年六月号、「農民と皇国意識」、同誌同年一○月号、「国体
原理」、「錦旗』’九一一一三年八月号、など多数ある。これら
か
ら
読
み
取
れ
る
天
野
の
「
皇
道
原
理
」
や
農
本
主
義
へ
の
傾
斜
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。
（塊）前掲「国体原理」四頁。
（
別
）
前
掲
「
国
体
皇
道
』
三
七
頁
。
（
弧
）
木
下
半
治
『
日
本
国
家
主
義
運
動
史
Ｉ
』
福
村
出
版
、
一
九
七
一
年、一三五～一一一一八頁、参照。
（
弧
）
井
上
日
召
「
日
召
自
伝
』
日
本
週
報
社
、
’
九
四
七
年
、
二
二
一
頁。
（
洲
）
同
右
、
’
五
○
～
’
五
二
頁
、
に
よ
れ
ば
、
貢
世
凱
帝
政
に
反
対
し
て
勃
発
し
た
第
三
革
命
の
際
、
井
上
た
ち
は
毒
ガ
ス
の
製
造
ま
で
手
掛
け
た
と
い
う
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
経
験
が
前
田
の
実
践
力
の
裏
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
（
Ｗ
）
筑
紫
熊
七
「
神
兵
隊
事
件
を
語
る
（
草
稿
）
」
、
前
掲
『
安
田
文
書』目録番号二五○。
（
羽
）
前
掲
「
今
村
訴
訟
記
録
』
第
八
巻
、
三
七
頁
。
（
洲
）
建
設
案
に
つ
い
て
は
、
堀
前
掲
書
Ｈ
、
五
○
頁
お
よ
び
五
二
頁
の
図
に
詳
し
い
。
た
だ
し
、
建
設
案
ま
で
練
っ
て
い
た
こ
と
が
、
の
ち
に
本
事
件
を
殺
人
放
火
予
備
罪
か
ら
内
乱
予
備
罪
に
発
展
さ
せ
た
の
で
、
天
野
は
慌
て
て
「
神
兵
隊
は
純
粋
犠
牲
維
新
翼
賛
の
捨
石
」
（
天
野
辰
夫
「
神
兵
隊
と
は
何
か
」
、
『
維
新
公
論
』
一
九
三
八
年
一
月
号
、
三
一
頁
）
と
建
設
案
の
存
在
を
否
定
し
た
。
（
佃
）
こ
の
前
田
の
行
動
は
、
天
野
が
農
本
主
義
を
標
傍
し
て
い
た
（
註
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（
別
）
参
照
）
こ
と
に
も
大
い
に
関
係
す
る
が
、
改
造
運
動
の
指
導
精
神
の
一
つ
と
し
て
、
経
済
・
政
治
不
安
を
地
方
農
村
窮
迫
の
現
状
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
形
で
、
農
本
主
義
そ
の
も
の
が
急
角
度
的
発
展
を
示
し
て
い
た
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
ろ
う
。
（
Ⅲ
）
こ
の
こ
ろ
の
大
日
本
生
産
党
は
代
表
の
内
田
良
平
が
病
床
に
あ
り
、
そ
の
影
響
力
が
衰
え
て
内
部
の
統
率
が
取
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
国
竜
会
直
系
の
本
部
元
老
部
派
に
対
し
、
後
か
ら
参
加
し
、
急
進
的
国
家
主
義
運
動
を
主
張
し
て
い
た
鈴
木
ら
新
興
青
年
派
は
、
前
田
の
オ
フ
ァ
ー
を
そ
の
好
機
と
し
て
快
諾
し
た
。
事
件
後
、
同
党
は
「
該
計
画
は
、
元
よ
り
本
党
幹
部
の
与
り
知
ら
ざ
る
処
〔
中
略
〕
党
内
青
年
部
員
の
一
部
に
之
に
参
与
せ
る
者
を
出
せ
る
を
遺
憾
」
と
の
声
明
文
を
出
し
て
い
る
（
内
務
省
警
保
局
編
刊
『
特
高
月
報
」
昭
和
八年七月分、七六～七七頁）。
（
岨
）
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
同
右
、
五
七
頁
、
参
照
。
彼
ら
の
計
画
は
、
歩
丘
〈
一
四
○
○
余
名
が
参
加
し
た
一
一
・
二
六
事
件
で
さ
え
襲
撃
で
き
な
か
っ
た
規
模
で
あ
っ
た
。
（
帆
）
資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
堀
前
掲
書
Ｈ
六
五
頁
の
図
に
詳
し
い。
（ｕ）一一｜鷹尊人「財閥・政商・政党』公人書房、’九三四年、
八七頁。
（
妬
）
満
田
巖
「
昭
和
風
雲
録
』
新
紀
元
社
、
’
九
四
○
年
、
’
一
一
○
二
頁。
（妬）註（別）に同じ。
（〃）同右。
昭
和
初
期
右
翼
運
動
と
そ
の
思
想
（
吉
野
）
（
肥
）
前
掲
『
胎
馬
の
道
草
』
六
一
頁
。
（
Ⅲ
）
天
野
が
逮
捕
さ
れ
た
際
、
統
制
派
の
池
田
純
久
・
武
藤
章
ら
か
警
視
庁
を
訪
れ
、
特
高
部
長
に
対
し
「
な
ぜ
検
挙
し
た
の
か
」
と
詰
問
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
軍
部
内
の
あ
る
勢
力
が
神
兵
隊
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
推
測
さ
れ
る
話
で
あ
る
（
前
田
治
美
「
昭
和
叛
乱
史
』
日
本
週
報
社
、
’
九
六
四
年
、
二
四
○
頁
、
参
照
）
。
さ
ら
に
は
「
神
兵
隊
事
件
の
背
後
に
は
林
銑
十
郎
の
糸
か
動
い
て
い
た
」
（
石
橋
恒
喜
『
昭
和
の
反
乱
」
上
巻
、
高
木
書
房
、
’
九
七
九
年
、
一
五
五
頁
）
と
い
う
推
測
も
あ
る
。
な
お
、
官
制
が
あ
い
ま
い
な
た
め
に
、
右
翼
取
り
締
ま
り
に
お
い
て
常
に
特
高
部
と
刑
事
部
と
の
所
管
争
い
が
あ
っ
た
が
、
本
事
件
以
後
、
特
高
部
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
小
林
五
郎
『
特
高
警
察
秘
話
』
生
活
新
社
、
’九五一一年、三一一五～’’’’’六頁、参照）。
（
別
）
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
ど
う
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
大
き
な
論
争
対
象
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
存
在
そ
の
も
の
を
問
う
た
り
、
そ
の
性
格
・
特
徴
・
意
義
づ
け
を
ど
の
よ
う
な
視
点
・
方
法
論
で
行
う
か
、
さ
ら
に
は
新
し
い
用
語
の
創
出
提
唱
な
ど
、
論
争
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
複
雑
で
あ
る
（
木
坂
順
一
郎
「
日
本
ファシズム国家論」、『体系・日本現代史三、日本ファシズ
ム
の
確
立
と
崩
壊
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
九
年
、
参
照
）
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
質
と
し
て
、
対
外
的
危
機
感
に
よ
り
発
生
し
、
運
動
の
主
体
が
軍
部
や
右
翼
勢
力
で
あ
っ
た
、
と
いう二点を挙げるに止める。
（
別
）
本
事
件
に
参
加
し
た
人
間
も
「
具
体
的
経
倫
に
乏
し
か
っ
た
」
七
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（片岡駿「神兵隊公判の戦果」、『新勢力』第八巻七号、一
九
六
三
年
、
五
頁
）
、
「
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
寄
せ
集
」
ま
り
、
前
田
の
顔
は
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
天
野
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
は
首
脳
部
の
極
め
て
少
数
者
」
と
述
べ
て
い
る
（
中
村
武
彦
「
神
兵
隊
事
件
と
そ
の
公
判
戦
の
意
義
」
同
上
、
一
八
頁
）
。
（
団
）
前
掲
『
騎
馬
の
道
草
』
七
九
頁
。
（
閉
）
徳
富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
。
な
お
、
同
記
念
館
に
は
安
田
書
簡
が
計
六
点
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
掲
載
し
た
以
外
で
、
例
え
ば
、
蘇
峰
に
証
人
と
し
て
の
出
馬
を
要
請
す
る
旨
の
書
簡
（
昭
和
一
五
年
七
月
二
五
日
付
）
な
ど
が
あ
る
。
の
（
別
）
神
兵
隊
は
公
判
途
中
、
天
野
・
安
田
ら
「
生
□
り
直
し
神
兵
隊
」
と
前
田
ら
一
「
非
告
り
直
し
組
」
に
分
裂
し
た
。
神
兵
隊
事
件
発
覚
以
前
に
、
前
田
は
西
田
税
を
敵
視
し
、
西
田
と
親
し
い
永
井
了
吉
の
暗
殺
を
計
画
し
た
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
堀
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
神
兵
隊
は
「
反
北
・
西
田
派
」
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
前
田
が
時
局
協
議
会
結
成
に
参
与
し
て
永
井
と
握手に及んだため、自ずと一一・二六事件に対する評価や、
公
判
へ
の
取
り
組
み
の
相
違
か
同
志
間
で
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
以
後
、
天
野
派
は
勤
皇
ま
こ
と
む
す
び
運
動
へ
発
展
し
、
昭
和
一
六
年
八
月
に
平
沼
騏
｜
郎
国
務
大
臣
狙
撃
事
件
を
、
前
田
派
は
影
山
正
治
の
主
宰
す
る
維
新
寮
が
大
東
塾
へ
発
展
し
、
昭
和
一
五
年
七
月
に
七
・
五
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
。
ま
た
神
兵
隊
事
件
関
係
者
は
、
戦
後
も
国
家
改
造
運
動
の
実
践
者
と
し
て
、
講
演
・
執
筆
活
動
な
ど
を
通
じ
て
右
翼
諸
団
体
の
活
動
に
関
係
し
た
。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
（
弱
）
前
掲
堀
論
文
は
神
兵
隊
の
性
格
を
「
何
よ
り
も
反
北
・
西
田
派
」
と
し
た
が
、
こ
の
書
簡
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
安
田
に
つ
い
て
は
そ
れを一袰付ける史料になっている。
〔付記〕
本
稿
は
二
○
○
○
年
三
月
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
安
岡
昭
男
・
長
井
純
市
両
先
生
に
は
多
方
面
に
わ
た
る
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
史
料
閲
覧
の
便
宜
に
つ
き
、
学
習
院
大
学
史
料
館
と
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
館
塩
崎
財
団
の
御
厚
意
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
重
ね
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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